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【方法】人工気候室内（環境温 10℃および 25℃、相対湿度 40％）における椅座位安静時に、10℃（試
行）および 25℃（試行）の水を循環させたスーツによる全身皮膚冷却を 60 分間実施した。その後、





















運動習慣のある成人男性 8例を対象とし、人工気候室内（環境温 10℃および 25℃、相対湿度 40％）
における椅座位安静時に、10℃（試行）および 25℃（試行）の水を循環させたスーツによる全身皮
膚冷却を 60分間実施した。その後、30秒間の最大サイクリング運動（Wingate test、体重の 7.5％
負荷）を実施した。両試行において、全身皮膚冷却中の皮膚温（胸部、上腕部、大腿部、下腿部）を
測定し、平均皮膚温を算出した。また、Wingate test 中のパワーを 1 秒毎に測定し、観察された最
大のパワーをピークパワー、1秒当たりのパワー増加の最大値をピークパワースロープとして評価し
た。 
その結果、25℃試行に比して 10℃試行では、運動前の各部位および平均皮膚温は有意（P<0.05）
に低値を示した。また、パワーは運動開始 2秒より 16秒までの運動前半で有意に低値を示し、ピー
クパワーは 14.7％、ピークパワースロープは 20.0％有意に低値を示した。一方、運動後半（17秒以
降）のパワーに試行間で有意な差は認められなかった。ピークパワーの試行間の差と水循環開始
55-60分目における大腿部、下腿部、および平均皮膚温の試行間の差との間に有意な正の相関関係が
認められた。一方、ピークパワースロープの試行間の差と平均皮膚温の試行間の差との間には有意な
正の相関関係が認められたが、大腿部および下腿部皮膚温の試行間の差との間には認められなかった。 
以上のことから、運動前の全身皮膚冷却による全身皮膚温の低下は、短時間運動能力を低下させる
こと、運動開始直後の運動能力の低下は、局所の皮膚温に比して全身皮膚温の低下と強く関係するこ
とが示された。 
本研究は、全身の皮膚温低下が短時間高強度運動時の初期パワーに及ぼす新たな知見を提供したも
のと評価される。よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
